


思春期保健については、アメリカでは早くからこれに取り組んだ先覚者があった。アメリ

カにおける思春期保健の歴史とその発展のプロセスを明らかにすると共に、最近のレーガ

ン政権下の予算削減の影響についてを文献的に調べた。 

米国において、医療・保健領域で思春期が問題になったのは、19 世紀に Lamuel Shattock

が寄宿学童の保健サービスの必要性を、マサチューセッツ州の学校保健学術委員会への報

告で、強調したあたりが早い記録である。1872～1911 年には、学童に結核が流行し、学校

保健への認識が高まった。20 世紀初頭、ないし第二次世界大戦後、学校保健プログラムが

発足した。これは小学校から大学までを含んでいる。 

学会の活動としては、1941 年に American Academy of Pediatrics が、思春期に関するシ

ンポジウムを催している。 


